
ぐ

に

春
一
番
寸
桜
前
線
来
町
」
白
石
光
喜
さ
ん
宅
(
東
町
)盛
栽
に
花
が
咲
き
ま
し
た



と
に
注
目
し
、
多
年
に
亘
る
青
年
学

校
指
導
員
、
助
教
諭
と
し
て
の
活
動
、

父
母
と
先
生
の
会
の
多
角
的
活
動
促

進
に
努
的
、
社
会
教
育
安
品
と
し
て

地
域
啓
豪
活
動
に
努
力
し
た
功
絞
は

大
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

退
戦
後
の
昭
和
M
M

年
に
は
北
海
道

誠
会
級
品
に
当
選
し
、

1
則
4
年
間

楠
山
の
発
展
向
上
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本
町
の
文

化
協
会
会
長
、
歴
史
を
採
る
会
会
長

と
し
て
地
械
文
化
活
動
に
活
制
さ
れ

ま
し
た
。

動
六
等
単
光
旭
日
章

賭
戸

忠
左
衛
門
氏
(
郎
歳

昭
和
国
年
に
今
金
同
議
会

議
nH
に
当
選
以
来
昭
和
叫
年
ま
で

辿
統
4
剣
山
年
余

一
氏
し
て
地
域
産

業
の
娠
興
に
熱
芯
を
注
草
、
こ
の
間

産
業
常
任
委
只
会
委
円
以
8
年
、
総
務

品
任
委
員
会
副
委
員
長
4
年
の
重
職

を
歴
任
、
川
市
に
住
民
の
生
活
向
上
を

願
い
、
そ
の
実
現
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、

氏
は
、

町
議
会
議
以
退
任
後
円

昭
和
村
年
に
そ
の
温
厚
な
人
柄
に
よ

り
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
に
選
任
さ

れ
‘
日
僻
円
歳
ま
で
の

6
年
間
、
行
川

遡
な
る
識
見
と
公
正
な
判
断
力
を
も

っ
て
各
種
選
挙
の
管
理
執
行
に
尽
力

す
る
な
ど
地
方
自
治
振
興
発
展
に
大

き
く
武
献
し
ま
し
た
。

地
方
自
治
の
振
興

教
育
の
先
駆
者

こ
の
枕
伐
会
が
、

4
M
M
口
町
民

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

、一。
サ
ム

こ
の
開
催
に
あ
た
り
、
河
端
町
長

は
「
今
金
町
北
海
道
の
基
礎
づ
く

り
に
尽
し
て
く
れ
た
カ
々
で
あ
り
ま

す
。
今
金
町
の
今
日
が
あ
る
の
は
、

三
方
が
全
力
投
球
さ
れ
た
活
動
に
よ

る
も
の
で
す
。
感
測
し
ま
す
。

今
後
に
お
い
て
も
、
今
金
町
建
設

の
た
め
に
ア
ド
バ
イ
ス
胤
い
た
い

J

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

功

績

概

要

σ〉

従
六
位故

勲
五
等
端
宝
章

松
浦
武
雄
(
防
歳

氏
は
、
昭
和
訓
年
に
今
金
町
議
会

議
只
と
し
て
当
選
以
米
、
印
年
ま
で

連
続
7
刻
印
年
の
長
き
に
わ
た
り
努

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
川
、
今
金
町
股
説
委
n
H
を
4

• • 
特
に
、
昭
和
初
年
か
ら
酪
民
業
協

同
組
合
協
力
委
只
と
し
て
、
本
阿
に

お
け
る
的
民
振
興
に
訟
を
注
ぎ
、
個

々
分
散
す
る
飼
育
山
家
の
阿
航
、
川
出

乳
所
得
の
向
上
と
合
理
的
経
営
を
め

ざ
し
て
協
同
組
合
の
設
立
に
尽
力
し
、

l
ラ
y
ク
輸
送
に
よ
る
照
乳
の

一
元

集
初
、

全
町
商
牛
検
診
の
凡
夫
施
、
家

帝
人
工
受
机
判
所
内
開
設
に
努
力
す
る

一
方
、
昭
和
初
年
か
ら

8
年

間

組

合
理
事
と
し
て
大
規
桜
草
地
の
造
成

刑
耐
を
実
施
、
的
民
生
産
法
舵
川
町
陥

立
に
貢
献
、
同
じ
く
昭
和
初
年
か
ら

お
年
ま
で
今
金
土
地
改
良
区
理
事
の

重
職
に
精
励
し
、
ホ
利
、
か
ん
が
い

制
水
事
業
の
基
盤
づ
く
り
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
国
尚
北
楠
山
総

合
か
ん
ば
い
事
業
計
画
の
械
進
役
と

し
て
献
身
的
努
力
を
傾
注
し
た
功
紋

は
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

地
域
に
お
い
て
は
‘
附
利
内
同
年
農

地
制
強
法
の
施
行
に
伴
い
金
原
部
落

農
地
開
放
促
進
期
成
会
役
員
を
経
て

昭
和
問
年
か
ら
剖
年
ま
で
段
地
委
日以

と
し
て
白
作
品
創
設
に
尽
力
、
昭
和

総
年
に
は
金
原
川
河
川
改
修
促
進
期

成
会
長
と
し
て
遊
山
口
河
川
に
昇
格
を

陳
情
、
全
而
改
修
の
完
成
を
み
た
ほ

か
、
金
原
線
永
久
橋
、
利
別
川
支
流

河
川
町
昇
格
と
改
修
等

一
連
の
功
例
制

は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

氏
の
岡
山
仰
で
あ
り
ま
す
金
原
小
学
校

初
代
校
長
後
藤
寅
之
助
氏
が
昭
和
4

圏
直
面
竺

Em--

年
、
土
木
"
川
任
委

μ会
副
委
円
以
長
4

年
、
雄
投
常
任
委
兵
長

8
年
、
今
金

町
開
発
計
画
委
nH
H
年
、
昭
和
田
年

7
月
か
ら
2
年
間
町
議
会
副
議
長
、

弱
年
か
ら
総
務
文
教
出
任
委
円
以
長
の

重
職
を
歴
任
す
る
な
ど
、
そ
の
日
遡

主
政
治
信
念
を
も
っ
て
地
方
自
治
の

振
興
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し

た
特
に
、
今
金
町
総
合
計
画
策
定
に

自
ら
進
ん
で
参
画
、
図
、
道
町
長
期

計
画
に
即
応
し
つ
つ
、
北
部
柏
山
地

域
に
お
け
る
経
済
圏
、
社
会
生
活
閤

の
拠
点
と
し
て
の
都
市
づ
く
り
を
基

本
と
し
で
‘
川
の
什
都
幹
政
業
で
あ
る

山
林
業
の
経
由
拡
大
と
生
産
世
を
抗

的
、
流
通
機
構
、
社
会
円
相
境
町
整
備

を
図
る
た
め
の
活
動
内
容
は
多
岐
に

わ
た
り
、
そ
の
地
域
開
発
計
闘
の
実

現
に
ひ
た
す
ら
温
進
尽
力
し
た
行
動

力
は
誠
に
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
英
利
河
ダ
ム
建
設
促
進
に
つ

い
て
は
、
協
会
と
し
て
ダ
ム
他
設
特

別
委
H
H
会
を
政
世
‘
委
n
H
長
と
し
て

先
進
地
祝
祭
、
地
域
内
環
境
問
資
、

地
域
住
民
と
の
懇
談
会
等
の
実
施
、

補
償
を
め
ぐ
る
難
題
を
よ
く
町
理
事

者
と
協
制
し
て
推
進
.
建
設
者
エ
の

実
現
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
.

更
に
、
昭
和
お
年
か
ら
昭
和
的
年

ま
で
の
幻
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、

今
金
町
交
通
安
全
協
会
長
、
昭
和
刊

年
か
ら
昭
和
的
年
ま
で
北
柿
山
地
区

交
通
安
全
協
会
迎
合
会
長
の
要
職
を

務
的
、
判
官
、
国
道
捌
号
線
の
国
道
昇

格
、
改
修
舗
装
、
冬
期
除
雪
対
策
の

術
進
に
努
め
る

一
方
、
通
学
児
訟
等

の
歩
行
者
の
た
め
の
交
通
安
全
施
設

と
し
て
歩
道
新
設
の
実
現
に
尽
力
す

る
と
と
も
に
住
民
の
交
通
安
全
な
臓

の
市
場
と
交
通
事
故
の
防
止
に
ね
献

し
た
情
熱
は
-仙
く
剖
価
さ
れ
て
い
ま

す。陪
五
等
寂
光
旭
日
章

杉
本
省
吾
氏
(
行
蟻

• • 
氏
は
、
学
校
教
育
に
従
事
す
る
こ

と
お
年
余
、
特
に
図
画
工
作
符
を
過

し
て
の

一
貫
し
た
制
操
教
育
に
情
熱

を
燃
や
し
、
抜
群
を
指
噂
カ
に
よ
る

実
践
は
地
域
在
会
に
貢
献
す
る
幾
多

の
人
材
を
養
成
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
昭
和
制
年
江
差
町
水
堀
小

学
校
長
当
時、

全
日
本
版
画
教
育
辿

盟
主
催
に
よ
る
北
海
道
に
お
け
る
第

1
回
研
究
大
会
場
校
と
し
て
、
多
大

な
成
果
を
あ
げ
全
道
版
画
教
育
的
先

駆
者
と
な
っ
た
功
紋
は
布
く
静
価
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
情
操
教
育

と
と
も
に
表
現
活
動
に
も
力
を
注
き
、

原
任
の
学
校
で
作
文
教
育
に
努
力
、

た
く
ま
し
く
潤
い
の
あ
る
泣
か
な
心

怖
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
視
聴

覚
教
育
の
重
要
性
に
着
目
、

ホ
堀
小

学
校
で
の
テ
レ
ビ
噂
入
教
育
は
、
楠

山
管
内
初
の
試
み
と
し
て
注
目
さ
札
、

学
力
向
上
に
大
き
主
成
果
を
あ
げ
て

お
り
ま
す
。

昭
和
国
年
校
長
に
昇
任
以
来
卓
越

し
た
桁
樽
力
を
発
部
、
職
ぬ
の
融
和

は
も
と
よ
り
‘
校
内
研
修
、
実
践
に

組
織
的
効
柴
を
あ
げ
学
校
教
育
目
標

の
具
現
化
と
定
着
化
を
は
か
り
者
実

な
効
果
を
あ
げ
、
学
校
経
世
の
円
満

な
推
進
に
努
め
る
な
ど
教
峨
円
以
に
与

え
た
影
響
は
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
児
童
生
徒
の
健
全
育
成
を

は
か
る
に
は
、
祉
会
教
育
と
相
ま
っ

て
こ
そ
教
育
効
川市
の
具
現
さ
れ
る
こ

( 2) 
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まちの目玉商晶として

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
出
r
A

車
内
出
総

ぎ
や
日
曜
労
務
の
噌
加
し
て
お
り

若
者
が
流
出
し
て
い
る
こ
と
。
更
に

は
、
高
齢
化
相
会
を
向
え
て
い
る
こ

と
。
こ
の
対
策
と
地
場
資
源
の
羽
効

活
用
を
図
り
、
地
域
活
性
化
に
な
れ

ば
と
し
て
い
る
も
の
で
す
。

早
く
も
4
0
0
倒
あ
ま
り
の
注
文

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ナ
ウ
7

ン
ゾ
ウ
、
マ
ン
モ
ス
ゾ
ウ
、
ジ

ュ
コ

ン
の
化
石
に
携
わ
る
学
者
や
学
生
、

関
係
者
と
の
総
会
が
札
幌
市
に
お
い

て
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
記

念
品
に
と
メ
ノ
ウ
石
に
シ
ン
ボ
ル
7

l
ク
を
掘

っ
た
も
の
を
記
念
品
に
配

布
し
よ
う
と
百
う
も
の
で
す
。

今
後
、
ニ
の
施
設
の
辺
哲
に
つ
い

て
は
‘
組
合
が
管
理
運
白
を
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、

1
依

5
百
お
万
円

を
投
じ
て
咋
年
9
月
に
諸
手
、
機
械

設
備
を
残
し
て

ロ
月
に
完
成
し
ま
し

た。

3
月
に
は
機
械
設
備
も
完
了
、

試
験
操
業
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
4

月
1
日
か
ら
正
式
に
操
業
を
開
始
、

木
工
細
工
や
鉱
石
加
工
に
取
り
組
み
、

4
月
初
日
落
成
式
の
述
び
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

組
合
は
、
邸
入
の
組
合
只
を
も
っ

て
組
織
さ
れ
、
月
間
附
日
を
除
く
全
日

を
操
業
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

指
導
に
は
、
山
口
義
信
さ
ん
、
篠
木

政
太
郎
さ
ん
{
花
石
)
町
両
氏
が
指

導
に
あ
た
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い

ま
す
。
両
氏
は
、
咋
年

8
月
か
ら

m

圏困園匿
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所在地 今金町下花石37iffJ也町 1
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用地削世世
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凶庫補助金

地 Ji fN 
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月
に
か
け
て
栢
訓
川
町
若
狭
メ
ノ
ウ
組

合
に
て
技
術
研
陪
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は

8
角
形
の
近
代
的

な
建
物
で
、
木
工
加
工
、
銘
石
加
工
、

わ
ら
加
工
、
竹
加
工
、
そ
し
て
食
堂

も
完
備
さ
れ
た

3
9
6
4肝
の
而
防
相
を

有
す
る
施
設
で
す
。

食
堂
も
ま
も
な
く
営
業
附
始
の
子

定
、
メ
ニ
ュ
ー
は
「
コ
ー
ヒ
ー
、
弁

当
、
ソ
パ
、
ラ
メ
ン
、
定
食
」
等

を
用
意
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

施
設
の
越
投
目
的
は
、
地
域
の
活

性
化
と
余
剰
労
働
力
の
活
用
を
凶
る

も
の
で
、
将
来
的
に
は
町
内

一
村

一

口聞の
目
玉
商
品
と
し
た
い
と
し
て
い

(e • 食堂

町房
(食品庫・使所合む)

管理室

休憩・研修室
(物入れ合む)

展示売!苫 65m' 

事業所統計調査にご協力を

7 n 1日現在で、全[l!['、っせいに、事業所統計調査砂が行われます。

この調査は、投が国のすべての事業所を対集とする国の最も基本的な統rH調査

のってwす。

事業所とは、人がn金や報酬を得て働し、ている場所のことで、出舗や常業所

工場、官公庁、病院、 (-校のほか、神相、苛院なども合ま札ます。
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2匹の可愛いい海牛親子が遊んでいる姿

・が拙かれ、その下に~j:， "魚屋桜業外霊*i

j産"と告いであります。!

1 外崎さんIJ，r今似，，]の宣伝にもなるし、 i
i会社の宣伝にもなるカら」として守かれ i
jmですこ一成 し た の … ;

目、なかなかユニークなもので凡ても 1 

j楽しいもの、行き交う逆転手も和み、今 j

j…き宣伝にもなりそう です ; 

美利i可海牛化石については、 58年暮れ

i に英利i可ダム工事に伴う取りつけ道路の j 
!工事現場から発見されました。この発掘 i
i作業が59"p5月 3-6日まで行われ、そ i 
!の後、岩見沢教育大、地元愛好家の干に i 

l よってクリニック作業が進められていま i 

j まもなくこ川町キ寸

(合体)作業が年内にありそうです。その!

じ に は土L-:たしと

食堂
ホール

展示卸売

則i工

品t乾山
幽f
 

47，56'1千円

31，9叩千円

22.636千円

( 5 ) 



新
し
い
年
金
制
度

働

団

障
害
年
金

①
障
害
基
礎
年
金

-v
支
給
要
件

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
問
に

病
気
ま
た
は
け
が
に
よ

っ
て
医
師
の

診
療
を
受
け
、

一
定
の
附

3
状
態
に

な
っ
た
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
初
診
目
前
に
保
険
料
を
納
め
て

い
た
則
川
(
保
険
料
免
除
則
間
を
合

む
)
が
加
人
期
附
の
三
分
の
二
以
上

あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た

-十
歳
a

川
の
傷
病
に
よ

っ

て
附
h
H
U

と
な

っ
た
人
に

つ
レ
て

b
、

一一
十
歳
に
注
し
た
時
か
ら
降
客
基
礎

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
(
従
州
は
開

山下川町川相

4
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
し

た
)
。

-v
年
金
額

年
金
制
は
、

一
級
(
よ
り
屯
い
附

U
い
け
)
に
ぷ
ψ
ー
す
る
人
が
七
|
五
力
川

(
月
額
六
万
一一

T
A
U
川)、

二
級
が

六
卜
力
川
(
月
組
“
が
川
)
で
す
。

ま
た
、
受
給
柿
布
に
卜
八
議
本
渦
の

子
ま
た
は
二
十
歳
未
渦
で
附
bn
けの
あ

四
月
か
ら
入
る
幼
稚
闘
で
、
お

母
さ
ん
と
こ
と
も
が
而
般
を
受
け

ま
し
た
。

国
長
「
い
ま
ど
こ
か
よ
そ
の
幼

稚
附
へ
辿
っ
て
い
ま
す
か
」

ニ
の
チ
は
二
年
保
育
の
組
へ
人

る
の
で
す
が
、
ほ
か
の
闘
で
三
年

保
有
に
い
る
の
に
.
別
の
と
こ
ろ

へ
移
ら
せ
た
い
と
与
え
る
お
母
さ

ん
が
す
〈
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
い
ろ
い
ろ
質
問
を
さ
れ
た
の

で
す
。

「
い
い
え
、
ど
こ
へ
も
行

っ
て

お
り
ま
せ
ん
」

お
母
さ
ん
が
き

っ
ぱ
り
け
い
ま

し
た
。
す
る
と
、
お
と
な
し
〈
し

て
い
た
-』と
も
が
、

の販売お知らせ
今金営林署では、

間伐林の需要鉱大のため、な

んにでも使える多用途支柱「用

心棒」を格安にて限定販売しま

多用途支柱

E霊EE置

トドマツ

る，

r
(
い
ず
れ
も
受
給
術
者
に
よ
っ

て
乍
引
を
紺
持
さ
れ
て
い
る
-
』
と
が

必
要
)
が
い
る
場
合
は
、

二
人
目
ま

で

一
人
に
つ
き

4
八
力
円
、

三
人
目

か
ら
一
人
に

つ
き
六
β
川
が
加
算
さ

れ
ま
す
。

障害厚生年金の年金額の計算方法

1 i紐 平均川収 XO.075X加入月数 X1.25 

2級 、F均 川収XO.075X加入TJI仕

3紐 ( 2級と[liJじ。 たt.::LlIi低保防相457iPJ)

障害手当金 (一時金) 千均月収XO.075X加入JI数

X 2 (最低保附柏90万円)

-
ぎ
か
内
ノ

お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授

附

属

幼

稚

園

園

長

外
山
滋
比
古 • • し主 1) 1級 2級は障害基磁年金の上乗せとなる。

(;主 2)力日入用客主力マ300月にJ揖たないときは300月とする.

「
ポ
ク

O
O幼
稚
闘
へ
行

っ

て
る
ヨ
」

と
大
戸
で
き
け
び
ま
し
た
。
お

な
り
ま
す
の
で
、
初
診
目
前
の
保
険

料
納
付
期
聞
が
加
入
期
間
の
=
一
分
の

マ
支
給
要
件

二
以
上
と
い
う
与
と
は
、
陣
苫
厚
生

厚
生
年
金
保
険
の
加
入
期
間
中
に
年
金
の
受
給
に
も
必
要
で
す
。

病
気
ま
た
は
け
が
に
よ

っ
て
医
者
に

V
年
金
額

か
か
り
、

一
定
の
隙
害
状
態
に
な
っ
年
金
額
は
左
上
の
表
の
よ
う
に
な

た
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
原
則
と
し

っ
て
い
ま
す
。

て
陣
常
一
回
基
礎
年
金
の
上
乗
せ
給
付
と

②
障
害
厚
生
年
金遺

族
年
金

①
遺
族
基
礎
年
金

マ
支
給
要
件

被
保
険
者
ま
た
は
老
齢
基
随
年
金

の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
た
人
が

死
亡
し
た
時
に
、
そ
の
人
に
よ

っ
て

生
川
を
維
持
さ
れ
て
い
た
干
の
あ
る

友
ま
た
は
干
に
支
給
さ
れ
ま
す
{
こ

こ
て
「
子
」
と
は
、
十
八
歳
未
満
の

千
ま
た
は
ニ
ト
歳
ぷ
摘
で
附
古
の
あ

る
止
に
限
り
ま
す
)
。

-v
年
金
額

年
金
傾
は
主
に
支
給
さ
れ
る
場

A
H
は

基

本

矧

六

l
β
川
に
、
ιr
が

一
人
の
と
き
は
十
八
万
円
‘

二
人
の

と
き
は
三
十
六
万
川
、

一二
人
以
上
の

と
き
は

ニ
ト
六
万
川
に

一
人
明
す
ご

と
に
六
万
川
を
加
え
た
紛
が
加
算
吾

れ
ま
す
。
ま
た
、
子
に
支
給
さ
れ
る

場
介
は
、
基
本
初
六

l
万
円
に
、
ー

が
二
人
の
と
き
は
卜
八

N
川
.

一一
人

以
上
の
と
き
は

l
八
万
円
に一

人
噌

れ
$
と
い
う
う
わ
色
が
あ
る
か
ら

で
す
。

し
か
し
、
こ
ど
も
は
無
邪
気
で
、

大
人
の
思
惑
な
ど
受
げ

つ
け
ま
せ

ん
。
仕
込
ま
れ
た
お
芝
居
の
せ
り

ナ
主
」
L

れ
て
本
当
の
こ
と
を
一一吉田

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
り
も
し

な
い
こ
と
を

3
う
よ
り
、
あ
り
の

ま
ま
を
答
え
る
方
が
ニ

E
も
に

う
そ

っ
き
教
育

時
さ
ん
の
顔
色
が
ち

っ
と
変
わ
り

£
し
た
。
刷
長
さ
ん
は
ほ
千
を
ま

と
も
に
見
て
は
い
ら
れ
な
か

っ
た、

と
い
い
ま
す
。

よ
そ
の
幼
稚
附

へ
行

っ
て
い
、
る

カ
、
と
き
か
れ
た

ら
、
'引
っ
て
い

ま
せ
ん

t
言
う
ん
で
す
よ
。
う
ち

で
よ
く
き
か
さ
れ
て
き
た
に
込
い

あ
り
ま
せ
ん
。
途
中
で
転
凶
し
な

い
万
が
新
し
い
幼
枇
附
に
も
官
ば

す。

厳冬期に伐採 Lたものを皮を

章1I、、て乾燥 Lたものです。植 木

町支柱や冬図い用、干物掛け

に利用できる便利なものです。

経(末ロ)

2mX5cm(上)= 100円

価格長さ

と
っ
て
は
、
ず

っ
と
や
さ
し
い
の

で
す
。
と
に
か
く
、
お
母
さ
ん
の

ふ
み

H
H

。
こ
う
い
う
お
母
さ
ん
だ
か
ら
、

よ
く
正
直
に
汚
っ

た
わ
ね
、
と
あ

と
て
こ
ど
も
を
ホ
メ
た
り
は
し
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
。
あ
れ
だ
け
よ

〈
教
え
て
お
い
た
の
に
、
ど
う
し

て
忘
れ
て
し
ま

っ
た
の
.

と
叱

っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

4rnX5cm(上 )=300円

6 m X 5 cm (よ)=500円

出主お、家庭菜園周パ ク堆

肥 (木町屑や皮で作ったもの)

l 袋 ( 20k~ 入 ) 250円で娠売 L

ます。 いずれも今金営林箸苗

畑渡 Lです。

詳 l<は今金営林署におた

ずね〈だき L、。fi2 -0124 
2 -0125へ

す
ご
と
仁
六
万
円
を
加
え
た
傾
を
加

算
し
た
額
を
、
年
金
を
受
け
る
子
の

数
で
削

っ
た
頼
。

②
遺
族
厚
生
年
金

-v
支
給
要
件

次
の
レ
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
が

死
亡
し
た
と
き
に
、
そ
の
遺
肢
に
支

払
わ
れ
ま
す
。

川
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
(
加
入
期
間
中
に
初
診
日
の
あ

る
病
気
ま
た
は
け
が
に
よ
り
初
診
日

か
ら
五
年
以
内
に
死
亡
し
た
場
合
を

合
む
)
で
あ
っ
て
保
険
料
納
付
則
川

(
免
除
期
間
を
合
む
)
が
加
入
期
間
の

=
一分
の
二
以
上
あ
る
場
合
。

川

一
級、

二
級
の
陣
容
厚
生
年
金

の
受
給
者
。

ω老
齢
基
礎
年
金
の
資
侍
期
間
を

満
た
し
て
い
る
入
、
が
死
亡
し
た
場

A
H

。こ
こ
で
い
う
遺
肢
と
は
‘

• • 
お
母
き
ん
た
ち
は
よ
く
、
お
友

だ
ち
の
悪
い
こ
と
ば
が
う
つ
っ
て

困
る
な

E
と
こ
ぼ
し
ま
す
が
、
う

そ
を

つ
か
せ
る
の
は
も

っ
と
も
惑

い
こ
と
の
は
ず
で
す
。
い
く
ら
幼

稚
闘
に
よ
く
恩
わ
れ
た
い
か
ら
と

い
っ
て
、
わ
が
子
に
う
そ

つ
き
教

育
を
す
る
な
ん
て
‘
な
ん
と
情
け

な
い
税
で
し
ょ
う
。

そ
れ
ま
で
し
て
入
れ
な
〈
て
は

な
ら
な
い
と
こ
ろ
な
と
あ
る
わ
け

が
あ
り
ま
せ
ん
。
幼
い
ニ
ど
も
の

心
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

遺
族
基

( 6 ) 

礎
年
金
の
支
給
の
対
象
と
な
る
遺
膝

(
子
の
あ
る
妻
‘
干
)
の
ほ
か
、
子
の

な
い
、
妻
、
五
十
五
歳
以
上
の
夫

・
父

母
、
」
I

八
議
未
満
の
係
、
五
十
五
歳

以
上
の
組
父
母
で
す
。
た
だ
し
、
夫

父
母
祖
父
母
は
六
十
歳
か
ら
支
給

さ
れ
ま
す
。

-v
年
金
額

年
金
額
は
次
の
よ
う
に
計
算
さ
れ

ま
す
。

(者

S
国
語
×
C

C

吋印
×

一判
院
特
ゆ
きし
f

Z

H
片
×
W
A
)

⑧
加
入
月
数
が
三
百
月
に
満
た
な
い

場
A
n
は
三
百
月
と
す
る
。

な
お
、
犬
が
死
亡
し
た
時
に
三
十

五
歳
以
上
の
妻
で
干
が
い
な
い
場
合

(
夫
の
死
亡
当
時
に
十
八
歳
未
満
の

'rが
い
て
、
そ
の
干
が
十
八
歳
に
な

っ
た
と
き
に
三
十
五
歳
以
上
に
な

っ

て
い
た
事
を
合
む
)
は
、
四
十
歳
か

ら
四
十
五
万
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

(以

t
に
柑
げ
た
鰍
は
、
い
ず
れ

も
昭
和
五
卜
九
年
度
価
絡
)

自動車をお持ちの皆さんへ/

自動車税の納期限lま5月~1 日です E
.Uh.、!'、郷土を築くため、納税は期限内にすませましょう 。

.111を光った時、 FJ{.りや移転、 Jil'li等の登録手続きをして くだ

さい

渡島支庁・槍山支庁

5
月

μ
日
(
水
)

6
月
間
同
日
(
水
)

所
信
山
支
庁
道
民
相
談
室

渡
島
支
庁
交
通
事
故
相
談
所
か
ら

日

日寺

士曇

ω時
l
m時

(7) 



図書館だより

〈一般図書〉

鈴木とみ子=ぴんぽう娘の詩

青戸三千彦二病児

械 藤吉 ~Ifキ大将の詩

土田 明人=おれはやっぱりおまえたちの先生

アご

彩子=まゆみ、非行少女と女性保峨百!の

2己主主
杉 山 正 =よ い家民主よいお母さん

根本英夫=子どもを育てるもの

飯島 潰=わがやの行革

山本恒次=道徳は家庭から

片岡しのぶ(訳)~子供が家を tL'， ていくとき

戸国 唯己=怒らないできいて

乾 孝=ひとりぽっちはイャ・子供は税を

えらべない

大畑佳司=つまづく子供を救う法

佐藤朝子=お茶の1mからの旅立ち

広井喜費子=おんなの法律

林 真理子=最終使に1:刊に合えは

野上嫡生子=森

畑山 ↑尊=雪干E
山田 太 =飛よ~;をしばらく凡ない

祖父江文宏=かなしみの歳時記

灰谷健次郎=子どもの隣り

吉屋信子=花勅y;m
吉永みち子EfELがやlけば騎手の女房

不破俊輔=わた Lのジュスティ ヌ

山口宮美恵=花見小路に降るさfは

渡辺淳=花坦lh

河田 紀=ベニヤの学校

札幌市教育委員会=ヰ札Lf帆見文h庫;1主11

僑田寿賀子=いのち

坂入博子=小芋生体力づくりが 'L、づくり

敷島 妙子=おじいちゃんが笑った

三よ満(他)~わが子にぶつかれ

平井 信義=:~.;欲と思いやりを育てる

荻野忠則=心育て

田中 華聖徳=袋内灯を消きないで

山キ寸 覧明=主党でなければできないしつけ

高 畑 太一=暮しの中の教育散歩

神保信 =税と干の四季

川合 月海ニ 8秒間のスキンシップ

内藤寿七郎=やさしい子供にnてたい

有 川 ，膏康=古1I造的へノレライスのすすめ

諸橋稲次=誠は天の道

広池干英二悠久なる人生・過を悟る・女性的

辛弘司

下程勇吉=親ごころ

，也見西次郎=幸せのカノレテ

いぬいとみ子=子どもと本をむすよもの

。告。唱。唱。住民の動態
3川末現在

や や や

E薗

突通事故のご相談は

お気軽1;:どうぞ

無料でご相談1;:応じております 2月M!Iニ

8，437 (ー 101) 

4，090 (-47) 

4，347 (-54) 

2，555 (-24) 

n 人

，宵)11

リ)

主:

|止拍数

図 おたんじようおめでとう

日間t糸井 2 ) 1 2 11 ()ι広長女)

山北緯(- 2 n 4 11 (:i.': 1;そy;:)和1'

官141tA尖 2川 8n (普"JJ 3女) 中

(一山名については広報 4月号で洩れまし)

たのでお，;tぴIjlし上げます。 i

jiiJ村 EbAI3111711(!削 ft 長!A)八幡町
。~， " 

佐藤宏樹 3 JJ 20日(修一 3 ~H ) AのJ'I'，町

指 3JJ 28日 (ft'i司長女)金 版

科 4n 4日(縦 長女)和1'

% 

% 

~ 

j{. 

Uの山川

J王

且1

i壬

争刊仲!ドl犬(金 h阪，;'0=日凹由英子(仰

誠二 <:芙五利河)ニ古村カか‘おり(美利河)

撚政(八 束)~境1:旺111日I t智3YE干(jノ八L 京)

粍 2此lιe(大手利II~抑町l町Tη)~"符古戸 l附lHr哨l「百eYI=尖主(末1広五H開町l汀f)

i.舟l手刊;fl別(日町町j出H町)~耳束[:1'， '1弘:1..;芙u知l内勾帥町Tη) 

吟(:事 界)~桜井登志江(市

iりI1専(獅 )1)) ~工藤亜由美(極

代)

Plf) 

)11) 

固 いつまでもお Lあわせに

」じ)~

1I1 由.~

rt{ 1I1 

仏=.m長

渡辺

や1')1 1 

ノI<Jニ

rjl旦

う£

うぜ

% 

• • 

女::.f:校物Mf

阿美

光

市

旭

占
1=. 

川]

社会保険事務相談所の開設 I
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中学生年怖は、悩み多色年代、心身の成長過桂の中で、レちばん

難しい時刻lにあるといえます。 京大ども H あるレは‘小どな惨な E

< ，われるように、肉体的にも精神的にも 子供ヵーら大人への、いわ

ば移行JUIにあります。小学生時代のホ児童の心。を残しながら、 一

方で大人と Lてのな織を持ち始める アンバランスな状態が1-11t

つ年併です。具体的には、思春聞といわれる第二反抗)UIの庇っただ

中にあって 進学就職という進路問題で自己決定合せま句れます。

税の自力白ら且ると 牢般の勉強はアッ tいう!日lに片付けて、あと

はマンヵ・を読みテレビにカじりついて foilとな〈軒iりなく思えるか

もLれません.チ守ラチャラと底の浅L生き方を Lていると映るカ-

b Lれません。 Lか L、心の中では、自らの課題にi"tui師L、それぞ

れに悩みを他いていることが圧倒的に多いのです.

ご問税の中には‘今まで特に1m題もなく順調に育ってきたのだか

b悩みな Eないはずゆ Ci:"，~を〈くっている方 b おられるようです。

で b、順調に育ったヵーらこそ、 一人の人IUJとLての目覚めが、新た

な悩みをI.t:んでいるとむ いえる のです。車見が考える以上に純粋に勃1

lJ~ を 凡てもます。

大人の相会は、 ~ 6ばホンオ、とタテマエを t平に使い分けること

で酎l'、てレる而があります。 ところが、中半一生は、よりオミ J 巧の部

分で反応 Lます.. 2z.h品i'許さなレ一途な考え方に立てば立つほど、

k人の世界との1引車む大きく、それだり悩みも深くなるのです。

・反抗を受け止め るだけの心の広がりを

わが子が具体的な|問題で悩んでいるとき、親はそれを読み取れる

かどうか、そして心に響〈口のさき方、励まし方ができるかEうか

が、極めて宜主要です。とレって.ふだん全身全霊を傾りて子供のよ

と..与えては Lいとレうのではありません.

手 H~>>r反抗(I{Jな態度に tI.'， たとき、 E う受けとめるカ・ 観の度目t

が1:11われるときです.. ...;~ t.:ん使った ことのない乱暴な日葉追いで子

供が反抗 Lてきたとき、こち句も感情で受けてそのまま返すしそ

のやりとりだけが児織に品〈らんで Eんどん違う方向に話が行っ

てしまうニとがあります。そうな bないためには、その反折Lを紫l庄

に受けとめてやる〈らいの心の広がりを持ち続けた弘、ものです。

.非行への瀬戸際で、問われる続の子育ての姿努

下供カ人非行に向かうカ踏みとどまれるかの一つのキー ポイン

卜は、瀬ド際に立たされた時 親の頗がチラフと浮かぶか Eうカ 1で

す。}品開が自分のニとをTレつむ温かい目で見てレて〈れる、と L う

旦いが炉供にあれば、それヵτ非行に対するプレーキとなってい Fま

す.部tばかりではありません。友達や先輩な E子供を tりま〈人11:1

1瑚係、つまり‘応援問'がどれた'けいるか、そ Lて、 f皮らの削Ir;L 励

まLを受け入れるだりの心の広がり令子供が持っているか Eうカに

カかっているのです.それは。白骨が肘き日人tt:Jが信じ bれる。と

いう気持ちを持てるよう、子供を育てたカ白どうカとレう組の沓併が

IBIわれるニとを耳昧 Lてレます.

両親一最後のトリデ午前9時半~午桂4時40骨(平日)

土曜日は正午まで(第2土曜日 11休みます)

。専門円相談員が親身になってご相談に応じます

。弁護士相談日 毎週木曜日午怯 l時-4時

社団法人日本lJl害保険協会

札幌自動車保険請求相談センター

札桃山・l'央区花 一条洲 3TH3-ZZ
札帳東点海 iピル3陪

札純調tt'l~携所内

含 011一 泊l-3731(直通)011 担 2-3331

危

用力、いしになりますので幼児童の事故

のないよう充分気をつけてくださ k、。

今金土地改良区カ、ら

5月か勺使

用排水での遊びに気をつけて

f 

農業用の用排水施設が、

い

「
お
で
か
け
は
、
ひ
と
声
か
け
て
、
カ
ギ
か
け
て
」

5
円
ロ
日

1
n
日
ま
て
の
凶
日

間
は
、
春
の
防
犯
運
動
を
実
施
し

ま
す
。
犯
罪
的
主
い
住
み
よ
い
町

づ
く
り
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。北

梅
山
警
察
署
か
ら

( 8 ) ( 9 ) 
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[酬を汚すこと比二

私たちの生活を汚すごと 」
森水をつくりだす

u緑のタ.ムM

青い鳥郵便はがき

砂全国緑化強調期間‘

4月21日〈月〉発売
・重度の身体障害者(1級・ 2級)で、同手帳を

お持ちの満6歳(昭和61年 3月31日現在)以」こ

の方lこ、発売日以降このはがきを、お一人!こ

っき20枚差し」二げます。

・受付期間

昭和例年4月 1日から同年5月31日まで

・ご希望白方は、上記手帳をご持害の上、 郵便局にお

申し出ください。

なお、ご本人に代わって代理の方のお申出でも、ま

た、郵便によるお申出でも結構です.

(郵便による喝合"、ご'*'人の手鰻番号、 III別、住所又は居所.

氏名及ぴ生年月日をご配入の上押印してお申し幽〈ださい.(

・ぉ申 し出のための用紙は、郵便局、福祉事務所等に

備えてあリます。

・詳しくは、郵便局にお尋ねくだdL'o 

美しい自然環境を維持することは、私

ますが、河川l愛護と美化にご協力〈ださ

これから、春の屋外活動が活発になり

たちの生，舌を守るこ Eにつながります。

!e 

L 、。

• • 
河川区域内で次のような行為を行う時

(掘削、盛

。官民的境界杭は絶対に粉失、破損を L

な札、こと

は、河川管理者の許可がいります。

。工作物の新築、改築をす る時

。土地の形状を変更するとき

。土地を占用する 時

土等)

森
林
は
木
材
を
生
み
だ
す
だ
け
で
怠
く
、
水
を
は
ぐ
く
み
、

災
害
を
防
ぐ
怠
ど
、
限
り
怠
い
恩
恵
を
わ
た
し
た
ち
に
与
え
て

く
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
森
林
ガ
い
ま
、

少
し
ず
つ
荒
廃
の
兆
し
を

見
せ
始
め
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
わ
た
し
だ
ち
が
森
称
の
偉
大

な
役
割
り
を
忘
れ
ガ
ち
に
怠
っ
て
い
る
あ
い
だ
に
・
円
・

M

生
命
の
水
M森
の
源
は

綜

「蛇
H
を
ひ
ね
れ
ば
、
い

つ
で
も

ホ

が

」

|

|
わ
た
し
た
ち
は
品

だ
ん
の
生
活
の
中
で
‘
ホ
の
以
か
き

に
慣
れ
す
ぎ
て
、
そ
の
恩
恵
を
忘
れ

が
ち
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
わ
た
し
た
ち
の
こ
の

ゆ生
命
の
水
φ

を
は
く
〈
ん
で
〈
れ

て
い
、
る
の
は
、
そ
の
械
を
た
と
れ
ば
、

じ
つ
は

ν
森
林
・
な
の
で
す
。

水
不
足

t
い
え
ば
、
東
京
地
方
が

ム

ぞ

今

未
曾
有
の
ホ
き
き
ん
に
兄
鋒
わ
れ
た

昭
和
三
十
九
年
の
，
束
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
渇
水
。
の
と
き
の
こ
と
で
す
。

当
時
、
東
京
の

w
水
が
め
仰
と
い

わ
れ
た
小
河
内
ダ
ム

(東
京
都
奥
多

謄
町
)
が
干
上
が
り
そ
う
に
な
り
、

迎
統
八
十
四
日
間
の
給
水
制
限
が
敷

か
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
と
き
、

ダ
ム
の
周
四
の
森
林
か
ら
は
、
毎
日

三
十
万
ト
ン
の
ホ
(
は
ぽ

一
万
世
帯

が

一
か
月
に
使
う
ホ
の
盆
)
が
供
給

さ
れ
、
ピ
ン
チ
を
救
い
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
森
林
が
水
を

つ
〈
り

ダ
ム
を
苛

っ
た
わ
け
で
す
。
ま
き
に

「
森
林
は
ホ
の
品
る
さ
と
」
と
い
え

4
・
し
ょ
・
フ
。

生
活
を
守
る

N

緑
の
機
能
M

ホ
資
源
の
M
m
保
に
大
き
な
役
例
を

川
市
た
し
て
レ
る
森
林
の
働
き
を
み
て

み
ま
し
ょ
う
。

-
森
林
は
。
天
然
の
ダ
ム
4

森
林
の
土
壌
は
、
雨
水
を
蓄
え
徐

徐
に
河
川
に
流
し
出
し
ま
す
。

と
こ
ろ
が
紘
の
な
い
は
げ
山
で
は
、
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二
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離弾露除菌u曾師国繍蛤パイク編

ミニバイクの
右折方法

らかじめ道路のを備に寄り、 (21交差点を徐行

しなガら直進し、 渡りきっ疋ところで車を石

に向きを変え、。)進む万向の信号ガ育になっ

てから直進することになりましだ。右折する

ときは十分注意しましょう。

二
段
階
方
法
は

お
ぼ
え
ま
し
た
か

バイクで広い交差点を右折するのは、ベテ

ランライターでも判断刀難しいものです。対

向車|品来ていないか、自ガる先の績断歩道に

人はい広いかなど、いろいろなことを一瞬に

判断しなければいけません。

ところで、 50∞以下のパイフの右折方活ガ

舎年のT月から 部変わりまし疋ガ、もうお

lまえて、正しく走っていますか。

信号などで交通費理の行われている、'fJI.に

挙げる交差点では、図のように二段階の石折

をし怠けれ1"芯りません。

①標語などで二段階右折ガ指定されている交

差点

②片側3車線以上ある道留で、 信号機のある

道路(標識等で二段階右折を禁l上していると

きは除く)

このよう広道路では、 (11自転車のようにあ

• • 
雨
水
は
大
部
分
が
地
去
を
直
接
流
れ

出
し
て
し
ま
い
ま
す
。
森
林
が
な
い

所
に
多
量
の
雨
が
降
る
と
、
川
に
は

一
挙
に
雨
水
が
流
れ
込
み
、
洪
水
を

引
き
起
、
』
し
て
し
ま
い
ま
す
。

-
国
土
を
守
る
森
林

森
林
が
整
備
さ
れ
て
い
る
と
、
地

表
而
の
草
木
や
落
葉
の
働
き
に
よ
っ

て
、
土
壌
の
侵
食
を
防
「
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
樹
木
は
地
中
に
深

く
棋
を
お
ろ
し
て
い
る
の
で
、
土
砂

の
崩
壊
を
防
ぎ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
森
林
に
は
貯
水
ダ
ム

の
寿
命
を
延
ば
す
働
き
が
あ
る
こ
と

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
ダ
ム
の
周

り
が
傑
地
平
荒
廃
地
の
場
合
、
ダ
ム

に
は
多
量
の
土
砂
が
流
れ
込
み
、
ダ

ム
の
底
に
た
ま

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

森
林
が
監
偏
さ
れ
て
い
る
と
、
流
れ

込
む
土
砂
の
泣
は
傑
地
平
荒
廃
地
の

百
分
の

一
以
下
に
抑
え
b
れ
る
た
め
、

ダ
ム
は
長
持
ち
す
る
の
で
す
。

-
森
林
は
砂
天
然
の
浄
化
器
ψ

雨
水
に
は
窒
素
や
リ
ン
な
ど
の
ほ

か
に
、
大
気
汚
染
物
質
も
合
ま
れ
て

い
ま
す
。

t
こ
ろ
が
、
森
林
に
降

っ

た
悶
は
地
中
深
く
旧
民
透
す
る
聞
に
、

-
』
れ
ら
の
不
純
物
は
と
り
の
ぞ
か
れ
、

徴
量
の
ミ
オ
ラ
ル
が
加
わ
り
ま
す
。

森
林
の
ホ
が
き
れ
い
で
お
い
し
い
・
の

は
、
そ
の
た
め
で
す
。

み
ん
な
で
宵
て
よ
う

緑
豊
か
な
森
綜

水
資
源
を
確
保
し
、
自
然
災
害
を

防
止
す
る
た
め
に
、
水
源
林
造
成
事

業
や
治
山
事
業
が
積
極
的
に
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
の
森
林
は
少

し
ず

つ
荒
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
.

こ
れ
ま
で
森
林
聖
守
り
育
て
て
き

た
山
村
の
人
々
が
、
林
業
の
不
況
に

よ
っ
て
山
を
離
れ
‘
そ
の
手
入
れ
が

十
分
に
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
日
本
の
多
〈
の

森
林
の
機
能
は
低
く
な
り
、
わ
た
し

た
ち
の
判枯

ら
し
も
、
当
然
品
開
か
さ
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

緑
川且
か
な
森
林
を
守
る
こ
と
は、

山
村
に
住
む
人
々
や
、
林
業
に
従
事

す
る
人
た
ち
だ
り
の
問
題
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
都
市
に
住
み
、
ホ
の
恵
み

を
受
り
て
い
る
わ
た
し
た
ち

一
人
ひ

と
り
の
切
実
な
間
組
な
の
で
す
.

毎
朝
‘
水
道
の
蛇
口
を
ひ
ね
る
た

び
に
、
「
こ
の
水
は
、
緑
豊
か
な
森

林
が
っ
く
り
だ
し
て
く
れ
る
ん
だ
な

あ」
そ
ん
な
思
い
を
、

も
の
で
す
。

新
た
に
し
た
い

(10) 〕-1
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「
短
期
間
で
儲
か
る
」
|

|
L
』の
一パ

誕
の
裂
に
は
、
「
し
カ
し
危
険
が
と
も

な
う
」
と
い
う
言
葉
が
回
れ
て
い
る

の
で
す
。
と
こ
ろ
が
必
他
セ
ー
ル

ス
マ
ン
は
そ
の
ニ
と
は
切

3
t
ま

せ
ん
。

「
儲
か
る
」
だ

H
の
文
字
に
自
を
奪

わ
れ
ず
、
「
安
全
」
な
の
か
と
い
う
こ

と
に
回
世
向
け
る

こ
と
も
忘
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

①
勇
気
を
出
し
て
断
る

「
あ
ま
り
の
し
っ、
」
さ
に
根
負
け

し
た
」
「
つ
い
断
り
切
れ
ず
」
な
と
と

い
う
後
悔
の
言
誕
を
よ
く
耳
に
し
ま

す
。
相
手
は
名
う
て
の
悪
徳
業
名
。

「
い
ら
な
い
」
「
契
約
し
な
い
」
と
、

5月の休日当番医

病院(北給山町)

病院(北格 山I'T}

2④ 501 1 

E④ 501 1 

平

平

3n 

4日

見
h

引
を
も
っ
て
断
り
ま
し
ょ
う
。

②
見
知
ら
ぬ
人
は
玄
関
に
入
れ
な
U

セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
中
に
は
、
，
玄

関
に
入
れ
ば
は
ぽ

H
的
は
達
成
し
た
仰

と
う
そ
ぶ
く
も
の
が
い
ま
す
。
凡
知

ド
勺
岨
人
が
訪
ね
て
き
た
と
き
は
‘
ド

t
い
う
行
為
は
、
契
約
に
介
意
し
た

と
い
う
こ
と
で
す
.

『
ち
ょ
っ
と
名

州
を
似
り
る
だ
け
」
の

一一
パ

で

契

約
九
も
政
ま
ず
に
サ
イ
ン
を
し
た
ら
、

後
で
何

h
万
円
も
の
訓
ボ
が
き
た
と

い
う
事
例
も
あ
り
ま
す
。
む
や
み
に

悪
徳
セ
ー
ル
ス
マ
ン
を

断
る
た
め
の
五
つ
の
方
法

7
・
チ
ェ

ー
ン
な
と
を
つ
り
た
ま
ま

応
対
し、

身
分
や
要
併
を
確
か
め
る

ま
で
不
用
意
に
ド
ア
を
附
け
た
り
、

玄
関
に
入
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

-勺ノ。③
む
や
み
に
サ
イ
ン
を
し
な

い

サ
イ
ン
ι
ゲ
も
し
た
り
、

印
鑑
を
押
す

日制医院(今金 町)

北輪 山刊l国 保 病院

宜主② 0221

岩 11¥1医院{今金町)

今 金 111]国保病院

8② 0324 

2④ 5321 

5日

1111 

1811 

2511 

( 

サ
イ
ン
を
せ
ず
、
世
知
に
は
十
分
に

目
を
通
し
、
納
得
し
て
か
ら
サ
イ
ン

を
し
て
く
だ
さ

い
。

④
他
人
に
預
金
通
帳
や
印
鑑
を
渡
さ

主
い「

わ
た
し
が
代
わ
り
に
銀
行
に
行

っ
て
あ
げ
ま
す
」
な

E
と
税
切
ご
か

8② 0057 

春 の行政相談開設

お気軽にご相談を

し
の
行
集
に
だ
ま
き
れ
、
通
帳
と
印

鑑
を
渡
し
岡
山
金
を
全
部
と
ら
れ
て
じ

ま
っ
た

1
1こ
ん
な
悲
劇
に
遭
わ
な

い
た
め
に
も
、
不
川
な
に
出
金
通
帳

や
印
鑑
を
他
人
に
波
き
な
い
よ

F

フ
に

し
ま
し
法
う
。

ま
た
飢
金
品
や
財
産
の
江
川
を
む

や
み
に
し
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。

@
あ
ま
り
し
つ

--
い
と
き
は
警
察
へ

い
く
ら
断

っ
て
も
長
附
間
ね
ば
り

続
け
る
よ
う
だ

っ
た
ら
‘
制
宵
祭
へ
述

給
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
少
し
で
も
お
か
し
な
訊
だ

な
k
足
っ
た
ら
警
察
に
相
談
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

(土)

午後 l時一午後 4時

相談内容は、役所や公社等の

今金町民センタ ー

津島良氏

5月17日き

ところ

相談員

と

発
行
/
北
海
道
会
金
町
役
場

耐
②

O
T
-
-番

く

イ士事について

。納得できない

。このようにしてほしい

なと'の苦情や要望のほかに、

。不親切な扱いを受けた

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係

「と'んな手続きをしたらよいか」

( 12) 

等の相談を受けます。


